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１．「北海道合宿を終えて」
長距離チーフ　　4年　　　　山崎 貴裕
8月25日に清里での合宿も無事終わりました。合宿時は天候が悪い日はほとんどなく、快適な環境で20日間練習をすることができたので、距離をたくさん踏むことができました。中には20日間で600kmを越えた者もいます。現在は清里町で積んだ練習を土台に10月17日の予選会に向かって、練習に励んでいます。予選会では20kmという長い距離を走ります。20kmを走るにはなかなか自分の力だけではいいタイムは出ません。沿道のみなさんやチームの支えがあるからこそ結果が出せるのだと思っています。今年は遠い北海道から清里町の皆様の声援もあるので、さらに力を出せると思います。当日は東京まで心の声援を送っていただければ幸いです。
東京はやはり暑く、日中は走るには厳しい暑さとなっています。毎年、東京に戻ると涼しい清里町が恋しくなるのですが、今年はより一層恋しい思いです。今年は、後援会を発足していただき、楽しい夕食会も過ごせましたし、また、BBQに差し入れをたくさんいただきました。そして、街中を走っていて声をかけられることも多くなりました。このように町の人たちの温かさに触れる機会が多くなり、清里町により愛着がわいたのだと思います。厳しい合宿の合間にこのような楽しい時間を過ごせたので、20日間はあっという間でした。さまざまなご支援本当にありがとうございました。
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· 箱根駅伝の予選会が東京都立川市にて10月17日に開催されます。

東京大学は昨年、24位でしたが、年々順位が上がっているとのことで、今年は昨年以上の結果が期待されます。
【箱根駅伝予選会まめ知識】
20キロメートルを12名走り、各校上位10名の合計タイムによりまず10校を選び、つづく3校については第87回関東学生陸上競技対校選手権大会の成績に基づくポイント制との併用により選ばれます。
２．清里高校生の皆さんとの懇談会を行いました
　8月20日（木）に清里高校において、清里高校の生徒との懇談会が行いました。清里高校からは進学希望者を中心に生徒１１名が参加、東大からは６名の参加で行われました。

まず、大学生からは、「わずかな空き時間をいかに大切に過ごすかが大事」「だらだら長い時間かけて勉強するよりも部活や読書などをはさみながらメリハリのある勉強したほうが頭に入りやすい」「大学に受かった後の自分を想像することでモチベーションを維持することができる」など、勉強と部活の両立の方法や大学受験へのアドバイスがありました。
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高校生からは苦手科目を克服する方法や大学生活の様子・卒業後の進路に至るまで、様々な質問していました。大学生は飾ることなく、一つひとつの質問に誠実かつ丁寧に受け答えをしていました
　参加した高校生は「説明が上手でわかりやすく、自分も勉強も部活も頑張ろうと思った」
「大学で何をするかをしっかり決めて、それに向かって勉強したい」「東大生といってもても身近に感じた」など感想を述べていました。
　１時間の予定の懇談会でしたが、和やかなうちに懇談会は終了しました。
　３．小中学生との陸上教室を行いました
　清里高校の生徒との懇談会終了後、午後5時30分から町民グランドにおいて小中学生を対象とした陸上教室を行いました。まず、大学生と２人１組なりストレッチで体をほぐした後、ウォーミングアップを行い、ひざの上げ方や腕の振り方などを指導していました。
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後半には、小中学生と混合のチームで真剣勝負？のリレー競争を行い、楽しいひと時を過ごしました。最後に記念撮影後、小中学生からはバナナを差し入れし「箱根駅伝に向けて頑張ってください」とエールを送っていました。大学生からは「箱根出場の夢に向かって頑張ります、皆さんも日々の練習や勉強を頑張ってくださいね」と話していました。
４．合宿の支援事業を行いました
　後援会として、陸上教室、バーベキューなどの行事に際し、差し入れを行いました。

· 清里の水、スポーツドリンク

· 北海しまエビ

· 清里メロン　　　
　　　　　　　
斜里岳山麓


たすき《襷》





編集後記


　最近は朝晩の冷え込みが厳しくなり、秋を迎えつつありますが、東京では、最高気温が２５℃を超えまだ、暑さが残る日々が続いているようであります。


今年の東大の予選会での目標は、東大記録の更新であるそうです。今年の箱根駅伝の予選会は、応援に力をいれてテレビ中継を見たいと思います。








